
　
六
月
二
十
三
日

　
朝
、
コ
ラ
ム
一
本
書
く
。
昨
日
、
軽
井
沢
の
Ｏ
氏
よ
り
カ
バ
ー
コ
ラ
ム
の

字
が
小
さ
過
ぎ
る
の
指
摘
が
あ
っ
た
の
で
、
今
日
修
正
し
た
い
。
コ
ラ
ム
、

も
う
一
本
書
い
て
大
学
へ
。
十
三
時
半
法
政
大
学
の
学
生
来
室
。
十
四
時
元

広
島
市
長
平
岡
敬
氏
来
室
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
「
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
」
の
件
。

予
算
が
取
れ
そ
う
な
の
で
、
今
年
中
に
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
た
い
の
で
、
最
終
図

面
を
七
月
一
杯
に
仕
上
げ
て
く
れ
と
の
事
。
了
解
す
る
。
ゆ
っ
く
り
、
未
完

を
続
け
る
の
も
良
い
が
、
折
角
、
行
政
が
関
心
を
寄
せ
て
下
さ
る
の
だ
か
ら
、

普
通
の
や
り
方
も
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
平
岡
さ
ん
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

に
八
月
行
か
れ
る
と
言
う
。
反
核
に
関
し
て
、
平
和
に
関
し
て
筋
金
入
り
の

人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
と
出
会
え
た
の
は
私
の
人
生
で
も
記
憶
に
残
る
事

と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
だ
ま
だ
骨
あ
る
人
は
居
る
の
だ
。
懐
か
し
さ
の
極
み

「
伴
野
一
六
邸
」
の
伴
野
一
六
さ
ん
の
孫
娘
伴
野
優
子
さ
ん
よ
り
メ
ー
ル
い

た
だ
く
。
伴
野
一
六
さ
ん
は
四
年
前
に
亡
く
な
り
、
あ
の
稀
代
の
聖
バ
ラ
ッ

ク
、
一
六
邸
は
三
年
前
に
取
り
壊
さ
れ
た
の
事
で
あ
る
。
図
面
だ
け
で
も
キ

チ
ン
と
取
っ
て
お
け
ば
と
悔
や
ま
れ
る
。
優
子
さ
ん
に
は
メ
ー
ル
を
返
信
す

る
。
も
う
何
十
年
も
前
の
事
で
、
私
の
二
十
代
を
か
な
り
決
め
た
建
築
で
あ

っ
た
の
で
感
無
量
で
あ
る
。

　
コ
ラ
ム
の
文
字
大
き
く
し
た
が
、
読
者
の
方
迄
そ
れ
が
届
い
て
い
る
か
不

明
。
Ｏ
Ｇ
向
井
来
室
。
北
河
原
温
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
お
世
話
に
な
る
の
が
内

定
し
た
と
の
事
。
気
に
な
っ
て
い
た
人
な
の
で
ホ
ッ
と
し
た
。
後
、
雑
打
合

わ
せ
。
気
仙
沼
に
関
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
話
す
も
、
伝
わ
ら
ず
、
で
も
仕
方
な

い
事
で
は
あ
る
。
唐
桑
町
長
佐
藤
和
則
氏
と
電
話
。
何
と
か
現
状
を
打
破
す

る
事
を
仕
掛
け
た
い
の
だ
が
、
数
を
集
積
す
れ
ば
、
今
を
変
え
ら
れ
る
方
法

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
の
幻
想
を
抱
か
ざ
る
を
得
ぬ
。
十
九
時
過
近
江
屋
へ
。

Ｗ
氏
と
会
食
。
四
十
代
の
Ｗ
氏
の
言
う
事
に
は
何
と
な
い
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

感
じ
る
。
が
、
後
続
の
世
代
は
そ
れ
を
引
き
継
げ
る
の
か
の
疑
問
は
大
な
り
。

二
十
一
時
半
頃
修
了
。
後
続
の
世
代
に
継
承
し
た
い
と
考
え
る
、
そ
の
事
自

体
に
無
理
が
あ
る
の
か
な
あ
。

　
六
月
二
十
四
日

　
何
と
な
く
、
歩
き
た
く
な
く
て
、
新
宿
よ
り
バ
ス
で
大
学
へ
。
曽
田
先
生

と
パ
ッ
タ
リ
会
う
。
学
生
の
一
種
無
表
情
振
り
が
心
配
だ
と
先
生
も
話
し
て

い
た
。
十
時
前
研
究
室
。
大
学
院
レ
ク
チ
ャ
ー
準
備
。
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
、
ビ
ル
バ
オ
、
ゲ
ー
リ
ー
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築
。
気
仙
沼
の
建

築
に
つ
い
て
講
じ
る
。
来
週
か
ら
は
別
体
系
の
話
し
を
す
る
予
定
。
十
二
時

十
分
迄
。
一
時
間
半
し
ゃ
べ
る
と
、
い
さ
さ
か
消
耗
す
る
な
。

　
十
三
時
よ
り
雑
打
合
わ
せ
。
北
京
計
画
、
猪
苗
代
、
ア
ジ
ア
工
芸
社
、
リ

ア
ス
、
他
の
打
合
わ
せ
。
そ
の
後
、
Ｏ
邸
、
Ｓ
邸
打
合
わ
せ
、
細
部
に
わ
た

る
。
古
い
作
品
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
せ
て
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
に
デ
ザ
イ
ン
の
仕

方
を
見
せ
る
。
何
か
の
役
に
立
つ
の
か
な
あ
と
疑
わ
し
い
が
、
し
な
い
よ
り

は
マ
シ
だ
ろ
う
。
二
〇
時
半
迄
続
け
る
。
近
江
屋
で
夕
食
。
世
田
谷
村
に
戻

る
。

-445-

世
田
谷
村
日
記

石
山
修
武


